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上田市歴史的風致維持向上協議会 

委員 15名, オブザーバー１名  

◎：会長, 〇：副会長 

種別 所属・役職 氏名 備考 

学
識
経
験
者 

上田市文化財保護審議会（会長） 

元長野県立歴史館学芸員 
児
こ

玉
だま

 卓
たか

文
ふみ

  ◎ 

上田市文化財保護審議会 

信州大学工学部教授 
土本
つちもと

 俊和
としかず

  

上田市景観審議会（会長） 

長野大学副学長・環境ツーリズム学部教授 
熊谷
くまがい

 圭介
けいすけ

  

市
内
関
係
団
体
等 

中央地域の自治会連合会（末広町自治会長） 伊
い

藤
とう

 和
かず

夫
お

  

西部まちづくりの会 

自然・生活環境部会 
山﨑
やまざき

 洋
ひろし

  

塩田平ため池を愛する会 

（塩田平ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞの会） 

（塩田まちづくり協議会） 

西澤
にしざわ

 むめ子
こ

  

長野県建築士事務所協会上小支部（支部長） 長島
ながしま

 三
みつ

夫
お

  〇 

上田商工会議所（副会頭） 笠原
かさはら

 章
しょう

嗣
じ

  

小岩井紬工房 役員 小
こ

岩
いわ

井
い

 カリナ  

会社員 

２級建築士 
宮嶋
みやじま

 絵
え

美
み

子
こ

  

ALL 真田魂プロジェクト主宰 

博物館協議会委員、山家神社宮司 
押
おし

森
もり

 慎
まこと

  

行
政
機
関 

長野県上田建設事務所長  

長野県教育委員会事務局 文化財・生涯学習課長  

上田市教育委員会事務局 教育次長  

上田市都市建設部長  

オブザーバー 国土交通省関東地方整備局 建政部計画管理課長  
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５．計画策定（変更）の経緯 

日程 内容 

令和２年 11 月 14 日 歴史まちづくり庁内調整会議 

令和３年３月 上田市文化財保護審議会（書面開催） 

令和４年１月 13 日 市政経営会議 

令和４年１月 31 日 歴史まちづくり庁内調整会議 

令和４年３月 14 日 第 1 回歴史的風致維持向上協議会 

令和４年４月 18 日 第 2 回歴史的風致維持向上協議会 

令和４年８月９日 第 3 回歴史的風致維持向上協議会 

令和４年９月 16 日～10 月 16 日 パブリックコメント 

令和４年 10 月 19 日 歴史まちづくり庁内調整会議 

令和４年 11 月 10 日 第 4 回歴史的風致維持向上協議会 

令和４年 11 月 28 日 上田市議会報告 

令和５年２月 15 日 認定 

令和５年６月 
令和５年度 第１回歴史まちづくり庁内推進会議 

（書面開催） 

令和６年１月 16 日 令和５年度 第２回歴史まちづくり庁内推進会議 

令和６年２月 13 日 第５回歴史的風致維持向上協議会 

令和６年２月 27 日 歴史的風致維持向上計画の軽微な変更に係る届出 

令和７年１月 15 日 令和６年度 第１回歴史まちづくり庁内推進会議 

令和７年２月 12 日 令和６年度 第１回歴史的風致維持向上協議会 

令和７年３月 14 日 歴史的風致維持向上計画の軽微な変更に係る届出 

令和８年１月 26 日 令和７年度 第１回歴史まちづくり庁内推進会議 

令和８年３月 17 日 令和７年度 第１回歴史的風致維持向上協議会 

令和８年３月 日 歴史的風致維持向上計画の軽微な変更に係る届出 

 

５．計画策定の経緯 

日程 内容

歴史まちづくり庁内調整会議

令和3年3月 上田市文化財保護審議会（書面開催）

令和4年1月13日 市政経営会議

令和4年1月31日 歴史まちづくり庁内調整会議

令和4年3月14日 第1回歴史的風致維持向上協議会

令和4年4月18日 第2回歴史的風致維持向上協議会

令和4年8月9日 第3回歴史的風致維持向上協議会

令和4年9月16日

　　　　~10月16日
パブリックコメント

令和4年10月19日 歴史まちづくり庁内調整会議

令和4年11月10日 第4回歴史的風致維持向上協議会

令和4年11月28日 上田市議会報告

令和5年2月15日 認定

令和2年11月14日

１．計画策定（変更）の経緯 

日程 内容 

令和２年 11 月 14 日 歴史まちづくり庁内調整会議 

令和３年３月 上田市文化財保護審議会（書面開催） 

令和４年１月 13 日 市政経営会議 

令和４年１月 31 日 歴史まちづくり庁内調整会議 

令和４年３月 14 日 第 1 回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和４年４月 18 日 第 2 回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和４年８月９日 第 3 回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和４年９月 16 日～10 月 16 日 パブリックコメント 

令和４年 10 月 19 日 歴史まちづくり庁内調整会議 

令和４年 11 月 10 日 第 4 回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和４年 11 月 28 日 上田市議会報告 

令和５年２月 15 日 認定 

令和５年６月 令和５年度 第１回歴史まちづくり庁内推進会議（書面開催） 

令和６年１月 16 日 令和５年度 第２回歴史まちづくり庁内推進会議 

令和６年２月 13 日 第５回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和６年２月 27 日 歴史的風致維持向上計画の軽微な変更 届出 

令和７年１月 15 日 歴史まちづくり庁内推進会議 

令和７年２月 12 日 令和６年度 第１回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和７年３月 14 日 計画の軽微な変更 届出 

令和８年１月 26 日 歴史まちづくり庁内推進会議 

令和８年３月 17 日 令和７年度 第１回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和８年４月７日 計画の軽微な変更 届出 

 

１．計画策定（変更）の経緯 

日程 内容 

令和２年 11 月 14 日 歴史まちづくり庁内調整会議 

令和３年３月 上田市文化財保護審議会（書面開催） 

令和４年１月 13 日 市政経営会議 

令和４年１月 31 日 歴史まちづくり庁内調整会議 

令和４年３月 14 日 第 1 回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和４年４月 18 日 第 2 回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和４年８月９日 第 3 回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和４年９月 16 日～10 月 16 日 パブリックコメント 

令和４年 10 月 19 日 歴史まちづくり庁内調整会議 

令和４年 11 月 10 日 第 4 回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和４年 11 月 28 日 上田市議会報告 

令和５年２月 15 日 認定 

令和５年６月 令和５年度 第１回歴史まちづくり庁内推進会議（書面開催） 

令和６年１月 16 日 令和５年度 第２回歴史まちづくり庁内推進会議 

令和６年２月 13 日 第５回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和６年２月 27 日 歴史的風致維持向上計画の軽微な変更 届出 

令和７年１月 15 日 歴史まちづくり庁内推進会議 

令和７年２月 12 日 令和６年度 第１回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和７年３月 14 日 計画の軽微な変更 届出 

令和８年１月 26 日 歴史まちづくり庁内推進会議 

令和８年３月 17 日 令和７年度 第１回上田市歴史的風致維持向上協議会 

令和８年４月７日 計画の軽微な変更 届出 
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イ．上田市都市計画マスタープラン（平成 27 年(2015)３月策定） 

   基準年次：平成 22 年（2015）, 目標年次：令和 12 年（2030） 

上田市は平成 18 年（2006）３月の合併後、上田と丸子の２つの都市計画区域

が併存していたが、平成 26 年（2014）３月に２つの都市計画区域を統合した。

また地球環境への意識の高まりや人口減少、少子高齢化の進展など社会的情勢の

変化により、拡大を指向した都市づくりから、都市機能・土地利用や自然環境の

保全などを重視する都市づくりへと転換した。これらの背景から上田市全域が魅

力ある住みやすい都市となるよう、一体的かつ持続可能なまちづくりの方向性を

示すことを目的に「上田市都市計画マスタープラン」を策定した。 

上田市都市計画マスタープランでは、都市づくりの基本理念を「地域の個性が

輝く生活快適都市“上田”～魅力あるふるさと 活気ある交流 風格ただようまち～」

として、市民全体が誇りに思いながら、市民以外のより多くの人々に理解され、

活気にあふれた交流を生み出すとともに、住みつづけていきたい、住んでみたい

と感じられる生活快適都市の実現を目指している。 

歴史的風致の維持向上に関する施策として、都市づくりの目標２に掲げられた

「多彩な地域資源の有効活用と相乗効果による「人々の交流を育む都市」」におい

て、歴史・文化を生かした景観形成について記載されている。 

そのほか、将来都市構造において「歴史・文化・自然交流ネットワーク」とし

て、多彩な地域資源の交流や連携のネットワークを構成し、市域全体の魅力を高

めることとしている。 

 

 

上田市は平成 18 年（2006）３月の合併後、上田と丸子の２つの都市計画区域

が併存していたが、平成 26 年（2014）３月に２つの都市計画区域を統合した。

また地球環境への意識の高まりや人口減少、少子高齢化の進展など社会的情勢の

変化により、拡大を指向した都市づくりから、都市機能・土地利用や自然環境の

保全などを重視する都市づくりへと転換した。これらの背景から上田市全域が魅

力ある住みやすい都市となるよう、一体的かつ持続可能なまちづくりの方向性を

示すことを目的に「上田市都市計画マスタープラン」を策定した。 

上田市都市計画マスタープランでは、都市づくりの基本理念を「地域の個性が

輝く生活快適・健康都市“上田”～魅力あるふるさと 活気ある交流 風格ただよう

まち～」として、市民全体が誇りに思いながら、市民以外のより多くの人々に理

解され、活気にあふれた交流を生み出すとともに、住みつづけていきたい、住ん

でみたいと感じられる生活快適都市の実現を目指している。 

歴史的風致の維持向上に関する施策として、都市づくりの目標３に掲げられた

「多彩な地域資源の有効活用と相乗効果による「人々の交流を育む都市」」におい

て、歴史・文化を生かした景観形成について記載されている。 

そのほか、将来都市構造において「歴史・文化・自然交流連携軸」として、多

彩な地域資源の交流や連携の軸を形成し、市域全体の魅力を高めることとしてい

る。 

 

 

 

イ．上田市都市計画マスタープラン（平成 27 年策定、令和６年(2024)３月改訂） 

    計画期間：令和６年度（2024）～令和 26 年度（2044） 
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カ．史跡上田城跡整備基本計画（平成３年策定、平成 24 年（2012）３月改訂） 

   計画期間：平成 24 年（2012）３月～ 

大正末期から昭和 40 年代にかけて、上田城跡は市街地に隣接した中核公園と

して、各種の体育施設、文化施設や顕彰碑等が建設され、催し物や市民の憩いの

場として親しまれた。しかし、「土地そのものが文化財である」という認識が希薄

だったために、総合的な整備計画を策定しないまま都市公園という視点で施設の

整備が進められ、城跡の遺構と歴史的景観が損なわれ、史跡としての価値を著し

く低下させる結果となった。 

上田市はこうした経過を踏まえ、史跡としてふさわしい姿に整備し、上田城跡

を国民共有の文化財として後世に長く継承していくために、昭和 63 年度（1988）

に「上田城跡公園整備計画研究委員会」を組織し、その答申をもとに「史跡上田

城跡整備基本計画（以下、整備基本計画）』を平成 2 年度（1990）に策定した。整

備基本計画では、上田城跡の整備を短期、中期、長期の 3 段階に分けて段階的に

実施していくこととし、城跡に相応しくない施設の移転、計画的な発掘調査の実

施、発掘結果と正確な史資料に基づく遺構の復元整備、城構えを踏まえた史跡範

囲の拡大等を基本的な目標として定めている。 

平成 3 年（1991）以降、整備基本計画に沿って、発掘調査と整備事業が実施さ

れ、本丸東虎口櫓門の復元整備や二の丸北虎口石垣の復元整備等を行い、尼ヶ淵

に面した石垣や崖面の修復工事を行った。また、老朽化した市民会館の史跡外移

転が具体化したことから、平成 23 年度（2011）に整備計画を改訂し、市民会館

移転後の武者溜りの整備を短期整備目標として位置づけ、現在事業を進めている。 

カ．史跡上田城跡整備基本計画（平成 24 年（2012）３月改訂） 

   計画期間：平成 24 年（2012）３月～ 

大正末期から昭和 40 年代にかけて、上田城跡は市街地に隣接した中核公園と

して、各種の体育施設、文化施設や顕彰碑等が建設され、催し物や市民の憩いの

場として親しまれた。しかし、「土地そのものが文化財である」という認識が希薄

だったために、総合的な整備計画を策定しないまま都市公園という視点で施設の

整備が進められ、城跡の遺構と歴史的景観が損なわれ、史跡としての価値を著し

く低下させる結果となった。 

上田市はこうした経過を踏まえ、史跡としてふさわしい姿に整備し、上田城跡

を国民共有の文化財として後世に長く継承していくために、昭和 63 年度（1988）

に「上田城跡公園整備計画研究委員会」を組織し、その答申をもとに「史跡上田

城跡整備基本計画（以下、整備基本計画）』を平成 2 年度（1990）に策定した。整

備基本計画では、上田城跡の整備を短期、中期、長期の 3 段階に分けて段階的に

実施していくこととし、城跡に相応しくない施設の移転、計画的な発掘調査の実

施、発掘結果と正確な史資料に基づく遺構の復元整備、城構えを踏まえた史跡範

囲の拡大等を基本的な目標として定めている。 

平成 3 年（1991）以降、整備基本計画に沿って、発掘調査と整備事業が実施さ

れ、本丸東虎口櫓門の復元整備や二の丸北虎口石垣の復元整備等を行い、尼ヶ淵

に面した石垣や崖面の修復工事を行った。また、老朽化した市民会館の史跡外移

転が具体化したことから、平成 23 年度（2011）に整備計画を改訂し、市民会館

移転後の武者溜りの整備を短期整備目標として位置づけ、現在事業を進めている。 
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事業番号 (1)-1

事業名 上田城跡武者溜り整備事業

事業主体 上田市

事業期間 令和４年度～10年度

事業手法 市単独事業

事業位置

事業概要

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由

　上田城跡に「武者溜り（青枠）」を整備するため、整備予定場所

に立地している「旧市民会館（茶色点線）」を解体し、石垣や堀、

土塁の整備を行う。

　上田城跡の城郭遺構が視覚的に明瞭となり、新参町線及び二の丸

堀と接する三の丸に遺る歴史的な建築も活かされる。城跡と城下町

の文物に親しみをもたらすことができることから、城下町と周辺集

落の祭礼・行事にみる歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

上田城跡と事業箇所

上田城跡の復元模型（整備イメージ）

旧市民会館
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事業番号 (1)-2

事業名 上田城跡本丸櫓復元整備事業

事業主体 上田市

事業期間 令和５年度～14年度

事業手法 市単独事業

事業位置

事業概要

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由

　歴史的風致を形成する建造物のひとつであり、上田市のシンボル

でもある上田城跡の復元的整備を行うことで、歴史的価値が向上

し、城下町と周辺集落の祭礼・行事にみる歴史的風致の維持及び向

上に寄与する。

　上田城跡本丸の隅櫓4棟および土塀、西虎口櫓門の復元的整備の

実現に向け、調査研究を進める。

上田城跡の復元模型（整備イメージ）上田城跡と事業箇所


